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ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス 

　
―
欧
米
の
動
向
と
わ
が
国
へ
の
示
唆 

特集―ワーク・ライフ・バランス 

特 集  国
際
的
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」。
欧
米

諸
国
は
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
の
か
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
国
際
研
究
部
が
実
施
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
国
際
動
向
に
関
す
る
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
欧
米
各
国
の
先
進
事

例
が
、
わ
が
国
の
企
業
労
使
の
施
策
や
政
策
に
示
唆
す
る
こ
と
を
考
え
る
。 

国
際
的
な
動
向 

北欧 

男
女
と
も
対
象
の
両
立
支
援
策
と 

　
充
実
し
た
長
期
休
暇
制
度 

　
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
欧
米
で
は
、
女
性
の
社
会
進
出
、
家
族
形
態
の
多
様
化
、
男
女
労
働

者
の
意
識
の
変
化
、
そ
し
て
人
口
の
少
子
高
齢
化
等
を
背
景
に
、
働
く
人
々
の
意
識
が
、
「
仕

事
と
家
庭
―
ワ
ー
ク
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
バ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
は
、
「
仕
事
と
（
個
人
の
）
生

活
―
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
」
の
バ
ラ
ン
ス
へ
と
、
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
業
績
向
上

の
た
め
、
働
く
人
々
が
望
む
方
向
を
重
要
な
テ
ー
マ
と
と
ら
え
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
そ

の
人
材
が
能
力
を
十
二
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
の
整
備
を
試
み
る
企
業
も
増
え
て
き
た
。
企
業

経
営
に
と
っ
て
も
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」〔
注
〕
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
。 
 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
施
策

よ
り
も
、
よ
り
広
い
施
策
を
包
含
す
る
。
性
別
や
年
齢
に
関
係
な
く
、
労
働
者
の
仕
事
と
生
活

全
般
の
バ
ラ
ン
ス
を
支
援
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
こ
の
「
生
活
」
の
な
か
に
は
、
子
育

て
や
家
庭
生
活
だ
け
で
な
く
、
地
域
活
動
や
趣
味
・
学
習
な
ど
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
含
ま
れ
る
。 

 

い
か
に
し
て
「
仕
事
と
生
活
の
両
方
が
充
実
し
た
働
き
方
」
を
実
現
さ
せ
る
か
。
そ
の
取
り

組
み
方
に
は
、
国
ご
と
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
大
き
く
分
け
る
と
、
公
共
政
策
と
し
て
国
・
地

方
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん

で
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
と
、
企
業
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
観
点
か
ら
企
業
主
導
で
、
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の

代
表
国
と
し
て
北
欧
諸
国
と
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う

言
葉
の
発
祥
地
と
も
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
動
向
を
紹
介
す
る
。 

 

〔
注
〕
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
一
律
の
定
義
は
な
い
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
産
業
省
（
Ｄ
Ｔ

Ｉ
）
で
は
、
「
年
齢
、
人
種
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
仕
事
と
そ
れ
以
外
の
責
任
、
欲
求
と
を
う
ま
く

調
和
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
リ
ズ
ム
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
就
業
形
態
を
調
整
す
る
こ
と
」
と
定
義
し

て
い
る
。 

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
特
に
、
保
育
や

介
護
の
基
盤
整
備
の
一
環
と
し
て
、
国
や
地

方
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
充
実
し
た
家
族
政

策
で
知
ら
れ
る
北
欧
諸
国
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
等
）
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
休
暇
制
度
、
各

種
手
当
等
は
、
各
国
の
経
済
・
社
会
状
況
を

背
景
に
、
そ
の
内
容
は
異
な
る
も
の
の
、
両

立
支
援
の
対
象
を
「
男
女
」
と
明
確
に
と
ら

え
て
い
る
と
い
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
共
通
点

を
も
つ
。 

 

世
界
で
初
め
て
「
両
親
」
を
対
象
と
し
た

、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
親
保
険
（
総
合
的
な
出

産
・
育
児
・
介
護
休
業
制
度
）
」
（
一
九
七
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アメリカ 

企
業
主
導
で
「
フ
ァ
ミ
フ
レ
」
か
ら 

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ 

フランス 

家
族
給
付
と 

　
両
立
支
援
を
重
視 

四
年
）
や
、
当
初
か
ら
「
男
女
」
を
対
象
と

し
て
き
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
出
産
・
育
児
休
業

制
度
（
一
九
七
七
年
）
の
導
入
等
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
北
欧
諸
国
で
は
、
労
働
は
も
と

よ
り
、
出
産
・
育
児
へ
の
参
加
に
お
い
て
も

男
女
平
等
が
政
策
理
念
・
目
標
の
一
つ
と
さ

れ
て
き
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
策
が
と
ら
れ
な

が
ら
も
、
育
児
休
業
の
取
得
は
、
女
性
に
偏

り
が
ち
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
な
か
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
「
パ
パ
・
ク
オ

ー
タ
制
」（
１
）の
導
入
（
一
九
九
三
年
）
を
皮

切
り
に
、
他
の
北
欧
諸
国
で
も
父
親
の
育
児

休
業
取
得
を
義
務
づ
け
る
動
き
が
活
発
化（
２
）。

「
男
性
の
育
児
参
加
」
は
、
北
欧
全
体
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、

「
長
期
休
暇
制
度
」（
３
）の
充
実
で
あ
る
。
例

え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
サ
バ
テ
ィ
カ
ル

休
暇
制
度
」。
こ
れ
は
、
勤
続
二
年
以
上
の

労
働
者
が
、
手
当
（
賃
金
の
六
八
％
）
を
支

給
さ
れ
な
が
ら
、
最
長
一
年
間
の
休
暇
を
取

得
し
、
家
庭
で
の
育
児
や
学
習
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
失
業
者
が
代
替
要
員
と

し
て
雇
い
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
条
件
。
一
部

の
地
域
で
の
試
験
的
実
施
を
経
て
、
二
〇
〇

五
年
一
月
か
ら
全
国
に
拡
張
さ
れ
た
。
ま
た
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
「
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
制
度
」（
一
九
九
六
年
導
入
）
も
、
フ
ル
タ

イ
ム
の
従
業
員
は
、
代
替
要
員
と
し
て
失
業

者
が
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
九
〇
〜

三
五
九
日
の
範
囲
で
休
暇
を
取
得
で
き
る
。

休
暇
中
は
、
社
会
保
障
か
ら
失
業
手
当
日
額

七
〇
％
相
当
額
が
日
数
分
支
給
さ
れ
る
。
な

お
、
そ
の
使
途
に
制
限
は
な
く
、
育
児
や
趣

味
、
教
育
訓
練
等
に
使
用
で
き
る
。 

　
北
欧
諸
国
同
様
に
、
明
確
な
家
族
政
策（
４
）

の
も
と
、
「
家
族
に
対
す
る
手
厚
い
経
済
的

支
援
」
と
「
働
く
母
親
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
」

に
力
を
入
れ
て
き
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
あ

る
。
そ
う
し
た
政
策
の
代
表
と
も
い
わ
れ
る

家
族
給
付
制
度
は
、
広
く
市
民
全
体
（
原
則

と
し
て
外
国
人
で
あ
っ
て
も
居
住
者
は
受
給

可
能
）
を
対
象
と
し
て
お
り
、
手
厚
く
多
岐

に
わ
た
る
。
さ
ら
に
、「（
男
女
が
結
婚
に
よ

っ
て
築
く
）
伝
統
的
家
族
モ
デ
ル
」
は
覆
さ

れ
た
と
い
う
認
識
の
も
と
、
こ
う
し
た
政
策

の
対
象
と
な
る
「
家
族
」
は
、
非
婚
カ
ッ
プ

ル
、
別
居
カ
ッ
プ
ル
、
離
婚
、
再
婚
家
庭
、

ひ
と
り
親
家
庭
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
な
ど
多
様

な
形
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。 
 

ま
た
、
子
育
て
や
家
庭
と
仕
事
の
選
択
は

、

個
人
が
自
由
に
行
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認

識
の
広
ま
り
を
背
景
に
、
仕
事
と
（
家
庭
）

生
活
の
両
立
支
援
は
、
政
策
課
題
と
し
て
も

重
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
家
庭
に
お
け

る
託
児
支
援
の
強
化（
５
）。
代
表
例
と
し
て

は
、
「
認
定
保
育
マ
マ
」（
６
）を
雇
用
す
る
家

庭
に
対
す
る
援
助
制
度
（
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
）

の
導
入
（
一
九
九
〇
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
認
定
保
育
マ
マ
の
受
け
入
れ

能
力
が
拡
大
。
現
在
で
は
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
父
親
の
責
任
」
と
い
う
新
た
な
視
点
を
導

入
。
二
〇
〇
一
年
に
は
、
「
父
親
と
子
供
の

接
触
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
考
え

か
ら
、
「
父
親
休
暇
」
が
従
来
の
三
日
か
ら

最
長
一
四
日
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
。 

 

二
〇
〇
五
年
六
月
に
発
足
し
た
ド
ビ
ル
パ

ン
内
閣
に
お
い
て
も
、
両
立
支
援
は
重
要
な

政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

同
年
九
月
に
は
、
「
女
性
が
仕
事
を
続
け
や

す
い
環
境
を
整
備
す
れ
ば
、
三
人
目
以
上
の

出
産
を
促
進
で
き
る
」
と
し
、
出
生
率
の
向

上
と
女
性
の
経
済
的
自
立
を
同
時
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
育
児
休
業
改
革
を
発

表
。
子
供
が
誕
生
す
る
と
、
両
親
の
ど
ち
ら

か
が
三
年
間
休
業
で
き
、
月
額
五
一
三
ユ
ー

ロ
を
上
限
と
す
る
手
当
が
国
か
ら
支
給
さ
れ

る
と
い
う
現
行
の
育
児
休
業
補
償
制
度
を
維

持
し
つ
つ
、
第
三
子
の
誕
生
以
降
に
つ
い
て
、

受
給
期
間
は
一
年
間
に
短
縮
さ
れ
る
か
わ
り

に
、
月
額
七
五
〇
ユ
ー
ロ
の
休
業
手
当
を
支

給
す
る
と
い
う
新
た
な
選
択
肢
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
第
三
子
が
誕

生
し
た
場
合
、
育
児
の
た
め
に
一
時
的
に
休

業
す
る
こ
と
を
望
む
親
は
、
三
年
間
休
業
し
、

月
額
五
一
三
ユ
ー
ロ
の
手
当
を
受
け
取
る
か
、

一
年
間
休
業
し
て
、
月
額
七
五
〇
ユ
ー
ロ
の

手
当
を
受
け
取
る
か
―
―
の
ど
ち
ら
か
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
二
〇
〇
六

年
七
月
か
ら
の
実
施
予
定
。
ま
た
、
子
供
が

成
人
す
る
ま
で
、
父
親
も
、
職
業
生
活
と
家

庭
生
活
の
両
立
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
父

親
の
育
児
休
業
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
促
進
に
も

取
り
組
む
旨
が
同
時
に
発
表
さ
れ
た
。 

 

こ
う
し
た
両
立
支
援
策
の
他
に
、
北
欧
同

様
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
い
く
つ
か
の
長
期
休
暇

制
度
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
「
サ

バ
テ
ィ
カ
ル
休
暇
」
で
、
期
間
は
六
〜
一
一

カ
月
。
対
象
者
は
、
①
申
請
時
に
勤
務
す
る

企
業
に
お
け
る
勤
務
年
数
が
三
年
以
上
で
あ

り
、
か
つ
通
算
の
勤
務
年
数
が
六
年
以
上
で
、

②
過
去
六
年
間
に
当
該
企
業
で
同
制
度
を
利

用
し
て
い
な
い
こ
と
―
―
が
条
件
と
な
る
。

使
途
に
制
限
は
な
い
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

制
度
と
異
な
り
、
期
間
中
は
無
給
で
あ
る
。

そ
の
た
め
か
、
利
用
者
は
あ
ま
り
多
く
な
い

と
さ
れ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
「
休

暇
積
立
口
座
制
度
」
を
導
入
。
こ
れ
は
、
最

大
で
年
間
二
二
日
間
の
有
給
休
暇
を
積
み
立

て
て
、
無
給
休
暇
（
原
則
二
カ
月
以
上
）
の

際
の
給
与
補
償
に
充
て
る
も
の
。
実
施
に
は
、

企
業
ま
た
は
産
別
ご
と
に
労
使
協
定
を
締
結

す
る
必
要
が
あ
る
。 

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
は
異
な
り
、
ア
メ
リ

カ
で
は
国
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
は
、
積
極

的
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

企
業
経
営
上
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
た
企

業
が
、「
生
産
性
の
向
上
」に
つ
な
が
る
と
し

て
、
積
極
的
に
託
児
所
の
設
置
や
様
々
な
休

業
制
度
、
経
済
的
支
援
等
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
働
く
女
性
の
増
加

や
家
族
形
態
の
多
様
化
等
を
背
景
に
、
ア
メ

リ
カ
の
企
業
は
、
「
い
か
に
優
秀
な
人
材
を

確
保
し
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
か
」
と
い

う
観
点
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

施
策
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。
さ
ら
に
最
近
で

は
、
企
業
の
取
り
組
み
は
、
子
供
を
も
た
な

い
従
業
員
を
も
対
象
と
す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ 
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特集―ワーク・ライフ・バランス 

フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。 

 
企
業
が
模
索
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結
果

、

現
在
ま
で
に
開
発
さ
れ
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
例
え
ば
、
①
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
、

②
保
育
サ
ポ
ー
ト
、
③
介
護
サ
ポ
ー
ト
、
④

養
子
縁
組
サ
ポ
ー
ト
、
⑤
転
勤
サ
ポ
ー
ト
、

⑥
Ｅ
Ａ
Ｐ（
社
員
援
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、
⑦
ヘ

ル
ス
・
ア
ン
ド
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
⑧
各
種
保

険
制
度
、
⑨
休
暇
制
度
、
⑩
教
育
サ
ポ
ー
ト

―
―
等
が
あ
る
と
い
う（
７
）。
な
か
で
も
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
、
す
な
わ
ち
正
社
員

の
働
き
方
に
柔
軟
性
を
も
た
せ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策

の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
具
体
的

な
勤
務
形
態
と
し
て
は
フ
レ
ッ
ク
ス
・
タ
イ

ム
、
ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
テ
レ
コ
ミ

ュ
ー
ト
（
在
宅
勤
務
）
な
ど
が
あ
る
。 

 

伝
統
的
に
「
家
庭
は
個
人
の
領
域
」
と
い

う
考
え
方
が
強
い
ア
メ
リ
カ
で
は
、
保
育
も

全
国
に
一
律
の
制
度
は
な
い
。
育
児
休
業
も

年
間
で
一
二
週
間
の
無
給
休
暇
が
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
保
育
所
の
数

や
質
も
非
常
に
レ
ベ
ル
が
低
く
、
ベ
ビ
ー
シ

ッ
タ
ー
を
雇
う
と
し
て
も
経
済
的
負
担
が
大

き
い
。
子
育
て
し
な
が
ら
働
く
に
は
、
決
し

て
良
い
環
境
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
女

性
の
社
会
進
出
が
進
む
な
か
、
結
婚
・
育
児

の
た
め
に
優
秀
な
人
材
が
辞
め
て
し
ま
う
こ

と
は
企
業
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
と
い

う
考
え
か
ら
、
企
業
は
「
育
児
支
援
」
を
中

心
に
従
業
員
の
「
家
庭
生
活
に
配
慮
し
た
（
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
）
」
就
業
環
境

の
整
備
に
着
手
し
始
め
た
。 

　
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
子
ど
も
や
家
族
を

持
た
な
い
従
業
員
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
い

く
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課

題
が
浮
上
し
、
育
児
支
援
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
施
策
か
ら
、
全
従
業
員
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
生
活
全
般
に
も
配
慮
し
て
い

く
と
い
う
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ

と
、
施
策
の
幅
は
広
が
っ
た
。
現
在
で
は
、

よ
り
優
秀
な
人
材
を
確
保
・
定
着
さ
せ
、
生

産
性
や
業
績
、
顧
客
の
満
足
度
、
さ
ら
に
は

従
業
員
の
仕
事
へ
の
モ
ラ
ー
ル
を
向
上
さ
せ

る
上
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

取
り
組
み
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
企
業
に
よ
る
女
性
の
登
用
や
支

援
策
、
と
く
に
育
児
サ
ポ
ー
ト
に
焦
点
を
あ

て
て
、
企
業
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
の
が
、

『
ワ
ー
キ
ン
グ
・
マ
ザ
ー（W

orking M
other

）』

誌
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
か
ら
、
「
ワ
ー
キ

ン
グ
・
マ
ザ
ー
の
た
め
の
職
場
ベ
ス
ト
一
〇

〇
」
と
し
て
、
働
く
母
親
に
と
っ
て
の
優
良

企
業
の
評
価
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
二
〇
〇
五
年
度
の
ベ
ス
ト
一
〇
は
表

１
の
と
お
り
。
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
ジ

ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
社
や
Ｉ

Ｂ
Ｍ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
「
常
連
」

が
、
今
回
も
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
企
業
で
は
、
事
業
所
内
の
託
児
施
設

等
に
代
表
さ
れ
る
各
種
育
児
サ
ポ
ー
ト
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
ジ

ョ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
在
宅
勤
務
な
ど
の
柔

軟
な
勤
務
制
度
、
従
業
員
の
健
康
や
生
活
設

計
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
、
ま
さ

に
従
業
員
の
生
活
全
般
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
の
全
て
の
企
業
が
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
多
様
な
人
種
や
年
齢
層

の
人
々
が
、
性
別
に
関
係
な
く
、
個
々
の
能

力
や
適
性
に
応
じ
て
、
「
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
」
と
「
充
実
し
た
生
活
」
を
調
和
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
優
秀
な
人
材
を

確
保
で
き
、
生
産
性
や
業
績
、
顧
客
の
満
足

度
、
さ
ら
に
は
社
員
の
モ
ラ
ー
ル
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
い
う
考
え
は
、
確
実
に
広
が
っ

て
い
る
と
い
え
る
。 

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇ 

 

こ
の
よ
う
に
、
国
際
的
な
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
を
み
て
み
る
と
、

公
共
政
策
と
し
て
国
・
地
方
自
治
体
が
中
心

と
な
っ
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
型
と
、
企
業
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
と

い
う
観
点
か
ら
企
業
主
導
で
、
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
型
に
大
別
で
き

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
定
義
や
取
り
組
み
方
は
国
に
よ

っ
て
様
々
で
あ
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
変
遷
す

る
場
合
も
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
同
様
に
企
業
主
体

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
も
、

ブ
レ
ア
政
権
誕
生
と
と
も
に
、
政
策
が
介
入

し
て
企
業
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
支
援
は
、
政
策

上
の
中
心
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
取
り
組
み
の
中
核
と
な
る
の
は
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
。
二
〇
〇
二
年
に
は
親

が
雇
用
主
に
対
し
て
「
柔
軟
な
働
き
方
」
を

要
求
す
る
権
利
が
、
法
律
上
規
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ま
で
の
企
業
主
導
か
ら
、
政
府
主

導
へ
と
大
き
な
転
換
を
み
せ
て
い
る
（
次
節

参
照
）
。 

 

い
か
に
し
て
「
仕
事
と
生
活
の
両
方
が
充

実
し
た
働
き
方
」
を
実
現
さ
せ
る
か
。
家
庭
・

子
供
を
も
つ
労
働
者
に
限
ら
ず
、
「
全
て
の

労
働
者
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

に
ど
う
取
り
組
む
か
。
明
確
な
答
え
は
ま
だ

出
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
後
は
、
政
府
や

企
業
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
ひ
と
り
ひ
と
り

が
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
と
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

〔
注
〕 

 

１
．
国
民
健
康
法
（N

ational Insurance A
ct

）

に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
制
度
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、

産
前
・
産
後
休
業
と
育
児
休
業
が
一
体
と
な
っ
て
規

定
さ
れ
て
お
り
、
産
前
三
週
間
及
び
産
後
六
週
間
は

母
親
に
割
り
当
て
ら
れ
、
そ
の
後
子
ど
も
が
満
一
歳

に
な
る
ま
で
の
間
の
最
長
四
週
間
が
父
親
に
割
り
当

て
ら
れ
る
。
父
親
が
休
業
を
取
得
し
な
い
場
合
は
、

そ
の
分
の
手
当
支
給
が
な
く
な
る
た
め
、
男
性
が
休

業
を
取
得
す
る
大
き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て

い
る
。
同
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
男
性
の
育
児
休
業

表１　Top 10 forWorking Mothers List - 2005 

 1. Bristol-Myers Squibb Co. （医薬品メーカー） 
 2. Eli Lilly and Company （医薬品メーカー） 
 3. General Mills （パッケージ食品会社） 
 4. Hewlett-Packard Company （コンピューターメーカー） 
 5. IBM Corporation （コンピューターメーカー） 
 6. JFK Medical Center （医療機関） 
 7. PricewaterhouseCoopers LLP （世界最大規模の会計事務所） 
 8. Prudential Financial Inc. （金融サービス） 
 9. S.C.Johnson & Son, Inc. （総合医薬品メーカー） 
 10. Schering-Plough Corporation （医薬品メーカー） 

　　　　　　　　　  出所：Working Mother Media Inc. ホームページ 
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取
得
率
は
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。 

 
２
．
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
一
九
九
五
年
（「
パ
パ

の
月
」）、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
一
九
九
九
年
に
、
父
親

の
育
児
休
業
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。 

 

３
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
長
期
休
暇
制
度
」
で
は
、

ベ
ル
ギ
ー
の
「
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
も
、
扶

養
す
べ
き
家
族
を
前
提
と
し
な
い
制
度
で
あ
り
、
仕

事
と
「
子
育
て
」
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
き
た
従
来
の

「
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
」
か
ら
、
「
す
べ
て
の

労
働
者
の
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
実
現
す
る

制
度
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る（
前
田
、
二
〇
〇
五
）。 

 

４
．
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
政
策
に
つ
い
て
は
、
「
フ

ラ
ン
ス
の
家
族
政
策
、
両
立
支
援
政
策
及
び
出
生
率

上
昇
の
背
景
と
要
因
」（
林
雅
彦
、
日
本
労
働
研
究
機

構
欧
州
事
務
所
、
特
別
レ
ポ
ー
トVol.5

）
に
詳
し
い
。 

 

５
．
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
経
済
的
支
援
制
度
や
休
暇

制
度
は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
市
町
村
の
財
政
難
に

よ
り
、
保
育
所
の
受
け
入
れ
能
力
が
頭
打
ち
に
な
り
、

保
育
所
の
整
備
の
遅
れ
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。 

 

６
．
認
定
さ
れ
た
保
育
マ
マ
が
、
雇
用
契
約
を
結

ん
だ
親
の
子
ど
も
を
、
保
育
マ
マ
の
自
宅
か
、
子
ど

も
の
自
宅
で
預
か
る
制
度
。
一
九
七
七
年
に
、
「
認

定
保
育
マ
マ
」
資
格
が
法
に
よ
り
制
定
さ
れ
、
一
九

七
九
年
の
通
達
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
。 

 

７
．
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
一
四
五
種
類
以
上
に
も
及
び
、
こ
こ
に
あ
げ
た

以
外
に
も
、
例
え
ば
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
・
サ
ー
ビ

ス
」
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
手
配
や
コ
ン
サ
ー
ト
・

チ
ケ
ッ
ト
の
予
約
な
ど
、
社
員
の
様
々
な
雑
用
を
代

行
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
」
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
開
発
さ
れ
て
い
る（
パ
ク
、
二
〇
〇
二
）。 

  

【
参
考
文
献
】 

 

厚
生
労
働
省
（
二
〇
〇
四 

）
『
世
界
の
厚
生
労

働
二
〇
〇
四
海
外
情
勢
白
書
』
Ｔ
Ｋ
Ｃ
出
版 

 

小
倉
一
哉
（
二
〇
〇
一
）
『
欧
州
に

お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
現
状

―
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
を

中
心
に
―
』
日
本
労
働
研
究
機
構
　
労

働
政
策
レ
ポ
ー
トVol.1 

 

佐
藤
博
樹
・
武
石
恵
美
子
（
二
〇
〇

四
）
『
男
性
の
育
児
休
業
』
中
公
新
書 

 

パ
ク
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ス
ッ
ク
チ
ャ
（
二

〇
〇
二
）
『
会
社
人
間
が
会
社
を
つ
ぶ

す
』
朝
日
新
聞
社 

 

林
雅
彦
（
二
〇
〇
三
）
「
フ
ラ
ン
ス

の
家
族
政
策
、
両
立
支
援
政
策
及
び
出

生
率
上
昇
の
背
景
と
要
因
」
日
本
労
働

研
究
機
構
欧
州
事
務
所
、
特
別
レ
ポ
ー

トVol.5 
 

前
田
信
彦
（
二
〇
〇
五
）
「
欧
州
に

お
け
る
長
期
休
暇
制
度
―
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
政
策
の
試
み
」
『
日

本
労
働
研
究
雑
誌
』N

o.540 
 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『Business 

Labour Trend

』
二
〇
〇
四
年
一 

月
号 

 

（
国
際
研
究
部
　
町
田
敦
子
） 
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イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
は
、
大
企

業
主
導
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
近
年
、
政
府
が
そ
れ
を
後
押
し
す
る
性

格
を
強
め
て
き
た
。
一
方
、
ド
イ
ツ
で
は
「
国
力
を
高
め
る
」
こ
と
を
政
策

の
目
的
と
し
、
そ
の
動
機
の
一
つ
と
し
て
出
生
率
の
回
復
が
意
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

イ
ギ
リ
ス
及
び
ド
イ
ツ
に
お
け
る 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
政
策
の
展
開 

イギリス 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の 

政
策
支
援
と
現
状 

　
イ
ギ
リ
ス
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
考
え
方
が
普
及
し
た
経
緯
は
、
雇
用
主

が
経
営
上
の
理
由
か
ら
関
心
を
示
し
た
こ
と

に
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。
欧
州
一
の
長
時
間
労

働
国
と
い
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
だ
が（
図
１
）、

生
産
性
は
近
隣
欧
州
諸
国
に
比
べ
て
低
い
。

逆
に
労
働
者
の
健
康
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う

マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
、
労
働
者

に
柔
軟
な
雇
用
制
度
を
提
供
す
る
こ
と
が
合

理
的
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
加
え
て
、
近
年
は
失
業
率
が
過
去
最

低
水
準
（
二
〇
〇
四
年
時
点
で
四
・
八
％
）

で
推
移
し
、
労
働
市
場
の
逼
迫
か
ら
優
秀
な

人
材
の
確
保
・
定
着
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
雇
用
主
は
人
材
確
保
の
た
め
に
、

よ
り
魅
力
的
な
雇
用
環
境
を
提
供
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
た
。 

 

労
働
力
供
給
側
の
変
化
も
背
景
の
一
つ
で

あ
る
。
女
性
の
労
働
参
加
が
進
み
（
就
業
率

は
欧
州
の
中
で
も
高
水
準
の
約
七
割
）
、
夫

婦
の
働
き
方
が
変
化
し
、
共
稼
ぎ
世
帯
が
大

き
く
増
加
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
育
児
・
介
護

責
任
を
抱
え
る
労
働
者
が
増
加
し
た
。
そ
の

一
方
、
育
児
中
の
無
職
の
妻
の
な
か
に
も
就

業
希
望
の
者
が
少
な
く
な
い（
１
）。
育
児
・

介
護
を
抱
え
な
が
ら
働
く
労
働
者
や
、
育
児

中
の
母
親
な
ど
の
潜
在
的
労
働
力
を
フ
ル
に

活
用
す
る
た
め
に
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
施
策
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
労
働
者
の
側
で
も
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
る
声
が
高

ま
っ
て
い
る
。
英
国
労
働
組
合
会
議
（
Ｔ
Ｕ

Ｃ
）
は
活
動
綱
領
の
一
つ
と
し
て
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
掲
げ
、
長
時
間
労
働

の
風
土
と
闘
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て

い
る
。 

 

こ
う
し
た
様
々
な
背
景
の
も
と
、
従
来
は

大
企
業
を
中
心
に
、
い
わ
ば
人
材
確
保
対
策

と
し
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策

が
導
入
さ
れ
て
き
た
。
近
年
の
ブ
レ
ア
政
権

は
政
策
上
も
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
支
援
を
中
心
課
題
の
一
つ
と
位
置
づ
け

る
に
到
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
政
策

（
２
）と
、
企
業
に
お
け
る
普
及
状
況
を
中
心

に
紹
介
す
る
。 

   

１
．ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス 

　
　 

を
支
援
す
る
制
度 

 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
支
援
す

る
法
制
度
は
、
出
産
・
育
児
休
暇
、
出
産
・
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特集―ワーク・ライフ・バランス 

仕事と生活の両立支援に関する法制度 
○休暇制度 
・出産休暇　 
 出産休暇は通常出産休暇（OML）26週及び追加出産休暇（AML）26週、合わせて最長
１年。OML中は法定出産給付（SMP）を受給できる。最初の６週は週給の90％、残りの
20週は週106ポンド（週給が106ポンド未満の場合は、週給の90％）。またSMPの受給資格
がない離職者は、一定の要件を満たせば出産手当（MA）を受給できる。 
・育児休暇 
 １年以上勤続する労働者は、１週単位で１年間に４週まで、子供が５歳になるまでに合
計13週の育児休暇（無給）を取得できる（障害をもつ子供の親は子供が18歳になるまでに
18週）。 
・父親休暇 
 2003年4月以降に生まれた子供の父親は、連続する１週または２週の有給休暇が取得で
きる。ただし休暇の最終日が子供の誕生から８週以内でなくてはならない。休暇中は
SMPと同水準の法定父親給付（SPP）を受給できる。 
○柔軟な働き方（flexible working）の申請権 
 ６歳未満の子供又は18歳未満の障害をもつ子供の親は、柔軟な働き方（労働時間の変更 、
勤務時間帯の変更、在宅勤務のいずれか）を申請する権利がある。申請日までに26週以上
連続して働いていることが要件。雇用主はその申し出を真剣に検討する義務がある。 
保育サービス 
 1998年より「全国保育戦略」に基づき、14歳までの子供を対象とした保育サービスが地
方自治体、企業、ボランティア団体との連携のもとに提供されている。2004年末までに全
国で52万5000カ所の保育所が新設され、初期教育プログラムとして3～4歳児に対して週
12.5時間の初期教育が無料で提供された。また2004年12月には、新たに「育児10カ年戦略」
が公表され、保育サービスのさらなる拡充が打ち出された。 
関連法制度 
○労働時間規制 
 1998年に整備された労働時間規制により、労働時間の上限を週48時間とすること、労働
時間６時間当たりの休憩時間の設定、最低４週間の年次有給休暇の付与、夜間労働時間の
上限を８時間とすることなどが規定されている。EUの「労働時間指令」により加盟国の
国内法の整備が要請されていることを受けたもの。ただし、労働者が個別に合意すれば週
48時間を超えて働くことができるという例外規定を加盟国中唯一適用されている（オプト・
アウト）。　　　 
○パートタイム労働に関する規制 
 2000年に整備されたパートタイム労働に関する規制は、パートタイム労働者が労働契約
条件において、比較可能なフルタイム労働者よりも不利な扱いを受けないことを保障する
ものである。EUの「パートタイム労働に関する指令」を受けたもの。 

表１　ワーク・ライフ・バランスを支援する法制度の一部 

出所：DTIほか 

○年間労働時間契約制 Annualised hours 
 年間の総労働時間数を契約し、それに基づいて週の労働時間を決定する 。 
○圧縮労働時間制 Compressed hours 
 通常よりも短い期間内での総労働時間数を契約する。例えば週５日勤務から４日勤務に
変更し、総労働時間は同じ（５日分）とする。 
○フレックス・タイム Flexitime 
 勤務時間を労働者が決定する。通常は合意された一定のコアタイムを含む。働いた時間
分の賃金が支給される。 
○在宅勤務 Home-working 
 フルタイム契約である必要はなく、労働時間を職場と自宅とに分割してもよい 。 
○ジョブ・シェアリング Job-sharing 
 パートタイム契約を結んだ２人の労働者が一つのフルタイムの仕事を分担する 。 
○シフト労働 Shift working 
 営業時間が１日８時間よりも長い雇用主向け。あらかじめ契約すれば割り増し賃金を払
う必要はない。 
○時差出勤・終業 Staggered hours 
 業務の開始・終業時間を人によって変える。時間帯によって必要な人員数が変動する小
売業などでは都合がよい。 
○学期間労働 Term-time working 
 子供の学校の休暇中は無給休暇をとることができる 。 
○期間限定労働時間短縮 Reduced hours for a limited period 
 連続した一定の期間（例えば６カ月）労働時間を短縮し、その後通常の時間に戻す 。 

表２　柔軟な働き方（勤務形態）の具体例 

出所：DTI

育
児
の
経
済
支
援
、
労
働
時
間
関
連
な
ど
、

幅
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る（
表
１
）。
最

近
で
は
二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
る
二
〇
〇
二
年
雇
用
法
に
よ
り
、
出
産
休

暇
が
拡
充
（
出
産
給
付
支
給
期
間
一
八
週
↓

二
六
週
、
給
付
額
の
引
き
上
げ
な
ど
）
さ
れ
、

ま
た
父
親
休
暇
が
新
た
に
導
入
さ
れ
る
な
ど
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
支
援
が
強

化
さ
れ
た
。
ま
た
、
六
歳
未
満
の
子
供
を
も

つ
親
が
柔
軟
な
働
き
方（flexible w

orking

）

を
申
請
で
き
る
権
利
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。 

 

親
が
柔
軟
な
働
き
方
を
申
請
す
る
権
利 

 

柔
軟
な
働
き
方
と
は
、
労
働
時
間
の
変
更

、

勤
務
時
間
帯
の
変
更
、
在
宅
勤
務
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
。
労
働
者
か
ら
の
要
求
を
雇
用
主

が
断
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
業
務
上
の
理

由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
①
追
加
費
用
の
負
担
、
②
顧
客
需

要
へ
の
対
応
能
力
に
不
利
益
な
影
響
、
③
現

在
の
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
職
務
を
組
み
直
す
こ

と
が
で
き
な
い
、
④
追
加
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
⑤
業
務
の
質
へ
の

不
利
益
な
影
響
、
⑥
業
績
へ
の
不
利
益
な
影

響
、
⑦
申
請
し
た
労
働
者
が
希
望
す
る
就
労

期
間
で
は
十
分
に
職
務
を
果
た
せ
な
い
、
⑧

組
織
の
構
造
的
な
改
編
の
予
定
が
あ
る
、
の

い
ず
れ
か
で
あ
る
。 

　
手
続
き
の
流
れ
と
し
て
は
、
ま
ず
労
働
者

か
ら
、
希
望
す
る
柔
軟
な
働
き
方
、
働
き
方

の
変
更
を
開
始
す
る
期
日
、
世
話
を
す
る
子

供
と
の
関
係
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
文
書
を

提
出
す
る
。
提
出
後
二
八
日
以
内
に
、
雇
用

主
と
労
働
者
と
の
間
で
希
望
す
る
勤
務
体
制

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
も
た
れ
る
。
話
し
合

い
か
ら
一
四
日
以
内
に
、
雇
用
主
は
要
求
の

許
諾
に
つ
い
て
従
業
員
に
文
書
で
通
知
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。 
 

柔
軟
な
働
き
方
の
具
体
例
と
し
て
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
ほ
か
、
表
２
の
よ
う
な

勤
務
形
態
が
あ
る（
Ｄ
Ｔ
Ｉ
資
料
よ
り
）。 

   

２
．ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス 

　
　 

の
周
知･

啓
発 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
を

強
調 

 

政
府
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
か
ら
ブ
レ
ア
首

相
名
で
、
五
年
間
を
期
間
と
す
る
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

展
開
し
た
。
そ
の
目
的
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
施
策
の
導
入
に
よ
っ
て
経
営
上
の

メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
雇
用
主
に
示

し
、
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
に
あ 
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特集―ワーク・ライフ・バランス 

○出産休暇（注１） 
 法定制度を上回る制度がある　68％　 
○育児休暇 
 文書で規定した制度がある　45％ 
○父親休暇（注２） 
 文書で規定した制度がある　35％ 
　　・日数　「10日」28％、「5日」25％ 
　　・休暇中は有給　73％ 
 裁量で与えている　27％ 
　　・日数　「10日」28％、「5日」23％ 
　　・休暇中は有給　63％ 

（注１）調査時点の法定出産休暇はOML18週、AML29週。 
（注２）ここでは「子供の出産前後に父親が利用できる 
 　　　休暇取得制度」と定義されている 。 
出所：DTI

（注１）各勤務形態が利用可能であると回答した労働者に対して、過去１年間における利用の有無 
　　　　を質問したもの。 
（注２）カッコ内は、調査時点でフルタイム社員である者のみをベースにした利用率。 
（注３）19歳以下の子供と同居する親に対して質問したもの。 
　出所：DTI

表３　休暇制度の導入状況 

表４　柔軟な勤務形態の導入・利用状況 

っ
た
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
労
働
力
を

最
大
限
に
活
用
で
き
る
、
②
社
員
の
モ
ラ
ー

ル
ア
ッ
プ
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
、
③
高
齢
者
や

育
児
、
介
護
な
ど
の
ケ
ア
リ
ン
グ
の
担
い
手

を
含
む
、
広
範
な
人
材
の
採
用
可
能
性
、
④

常
習
欠
勤
の
減
少
、
生
産
性
の
向
上
、
⑤
優

秀
な
社
員
の
定
着
―
―
と
い
っ
た
点
が
あ
げ

ら
れ
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
雇
用
主
に
経

済
的
支
援
を
行
う
た
め
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基

金
」
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
先
進
的
な
企

業
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
た
め
の
雇
用
主
連
盟
」
と
連
携

し
て
、
好
事
例
の
収
集
や
情
報
提
供
が
集
中

的
に
行
わ
れ
た
。 

 

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」 

 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
の
導

入
の
た
め
に
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
関

を
利
用
す
る
雇
用
主
に
対
し
て
、
資
金
援
助

を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。
援
助
対
象
雇

用
主
は
公
募
・
選
考
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
。

雇
用
主
は
最
長
一
二
カ
月
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

企
画
し
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
関
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
実
行
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
経
費
の
節
約
、
常
習
欠
勤
の
減
少
、
従

業
員
の
定
着
レ
ベ
ル
、
施
策
の
利
用
状
況
等

の
指
標
を
把
握
す
る
。
雇
用
主
の
取
り
組
み

は
周
知
啓
発
の
た
め
の
情
報
と
し
て
活
用
さ

れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
の
公
募
開
始
か

ら
約
三
年
間
で
四
百
を
超
え
る
雇
用
主
が
支

援
を
受
け
、
支
援
総
額
は
一
一
三
〇
万
ポ
ン

ド
（
約
二
二
億
円
）
に
上
っ
た
。 

 

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
た
め

の
雇
用
主
連
盟
」 

 

大
手
銀
行
の
ロ
イ
ズ
Ｔ
Ｓ
Ｂ
や
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ

、

通
信
大
手
の
Ｂ
Ｔ
な
ど
二
二
の
先
進
的
な
雇

用
主
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
の
連
盟
の
目
的
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
の
メ
リ

ッ
ト
を
広
め
、
取
り
組
み
を
普
及
さ
せ
る
こ

と
。
連
盟
は
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
多
様
な

業
種
・
規
模
の
好
事
例
、
法
制
、
用
語
解
説
、

困
っ
た
と
き
の
解
決
策
、
一
問
一
答
、
自
社

が
ど
れ
だ
け
進
ん
で
（
ま
た
は
遅
れ
て
）
い

る
か
を
評
価
す
る
た
め
の
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン

グ
・
ツ
ー
ル
な
ど
、
幅
広
い
情
報
を
提
供
し

て
い
る（
３
）。 

   

３
．ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス 

　
　 

支
援
の
新
た
な
法
案 

 

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、
Ｄ
Ｔ
Ｉ
は
「
就
業

家
族
法
案
（W

ork and Fam
ilies B

ill

）」

を
発
表
し
た
。
ア
ラ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
Ｄ
Ｔ

Ｉ
相
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
案
は
労
働
者
の
仕

事
と
育
児
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
雇

用
権
や
雇
用
主
、
労
働
者
の
責
務
に
関
す
る

近
代
的
な
枠
組
み
を
創
設
し
、
事
業
へ
の
影

響
を
最
小
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
施
策
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。 

 

○
法
定
出
産
給
付
及
び
出
産
手
当
の
支
給

期
間
を
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
九
カ
月
に
延

長
（
議
会
閉
会
時
ま
で
に
こ
れ
を
一
年
と
す

る
予
定
）。 
 

○
新
た
な

父
親
休
暇
の

導
入
。
母
親

が
出
産
休
暇

終
了
前
に
職

場
復
帰
し
た

場
合
、
父
親

を
休
暇
と
法

定
給
付
の
対

象
と
す
る
。 

 

○
柔
軟
な

働
き
方
の
申

請
権
を
、
二

〇
〇
七
年
四
月
か
ら
介
護
者
に
も
拡
大
。 

 

○
法
定
出
産
給
付
、
出
産
手
当
等
の
支
給

に
関
す
る
企
業
の
事
務
処
理
の
サ
ポ
ー
ト
。 

 

○
出
産
休
暇
期
間
中
に
休
暇
・
給
付
の
権

利
を
失
う
こ
と
な
く
出
勤
で
き
る
連
絡
日
の

導
入
。 

   

４
．ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス 

　
　 

施
策
は
ど
れ
く
ら
い
普
及 

　
　 

し
て
い
る
か 

  

（
一
）二
〇
〇
二
年
雇
用
法
の 

　
　
　
施
行
前
の
状
況 

　
同
法
の
施
行
に
先
立
ち
、
Ｄ
Ｔ
Ｉ
は
二
〇

〇
二
年
一
二
月
か
ら
二
〇
〇
三
年
四
月
に
か

け
て
雇
用
主
一
五
〇
〇
、
労
働
者
二
〇
〇
〇

人
を
対
象
と
し

た
広
範
な
調
査

を
行
っ
た
（
４
）。 

 

休
暇
制
度
の

導
入
状
況 

　
各
種
休
暇
制

度
の
導
入
状
況

（
雇
用
主
調
査
）

を
表
３
に
示
す
。

父
親
休
暇
が
法
制
化
さ
れ
る
前
で
も
、
文
書
・

裁
量
を
合
わ
せ
て
六
割
の
雇
用
主
が
子
供
の

出
産
時
に
父
親
に
休
暇
を
認
め
て
い
る
。
　

 

様
々
な
勤
務
形
態
の
導
入
と
利
用
状
況 

　
様
々
な
勤
務
形
態
の
導
入
率
（
雇
用
主
調

査
）
と
、
利
用
率
（
労
働
者
調
査
）
が
表
４

で
あ
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
を
除
く
導
入
率
は
い
ず
れ
も
一
割
前
後
。

利
用
率
が
高
い
の
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、

在
宅
勤
務
、
学
期
間
労
働
な
ど
だ
が
、
子
供

の
有
無
や
職
種
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。 

  

（
二
）
法
施
行
後
の
状
況 

 

二
〇
〇
二
年
雇
用
法
の
施
行
に
よ
り
、
人
々

の
働
き
方
は
ど
う
変
化
し
た
の
か
。
施
行
後

五
カ
月
時
点
で
英
国
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会（
Ｃ

パート 
タイム 

導入している 
雇用主の割合 
 
実際に利用した 
労働者の割合 
（注1） 
 
女性 
男性 
 
子供あり 
子供なし 
 
管理・専門職 
事務・熟練職 
サービス・販売 
製造・非熟練職 

74 
 
 

28（11） 
 （注2） 

 
 

（13） 
（9） 

 
（12） 
（10） 

 
（8） 
（12） 
（19） 
（13） 

16 
 
 

46 
（注3） 

 
 

59 
24 
 

46 
0 
 

49 
39 
57 
29

14 
 
 

15 
 
 
 

17 
12 
 

16 
14 
 

10 
15 
22 
27

24 
 
 

55 
 
 
 

56 
53 
 

57 
53 
 

60 
53 
52 
38

7 
 
 

36 
 
 
 

34 
37 
 

38 
34 
 

38 
29 
34 
38

8 
 
 

32 
 
 
 

31 
38 
 

33 
31 
 

33 
22 
36 
33

15 
 
 

20 
 
 
 

23 
18 
 

19 
21 
 

15 
19 
30 
28

15 
 
 

54 
 
 
 

47 
58 
 

60 
49 
 

57 
45 
32 
24

学期間 
労働 

ジョブ・ 
シェア 
リング 

フレック 
スタイム 

圧縮 
時間制 

年間時 
間契約 

期間限定 
時間短縮 

在宅 
勤務 
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Ｉ
Ｐ
Ｄ
）が
行
っ
た
雇
用
主
調
査（
５
）に
よ
れ

ば
、
柔
軟
な
働
き
方
の
申
請
数
が
増
加
し
た

と
す
る
雇
用
主
が
約
三
割
。
ま
た
、
申
請
の

少
な
く
と
も
半
分
は
認
め
た
と
す
る
雇
用
主

が
六
割
を
占
め
て
い
た
。 

 

次
に
み
る
の
は
二
〇
〇
五
年
一
月
に
Ｄ
Ｔ

Ｉ
が
行
っ
た
労
働
者
調
査（
６
）の
結
果
で
あ

る
。 

 

柔
軟
な
働
き
方
の
申
請
・
認
可
状
況 

 

調
査
時
点
か
ら
過
去
二
年
間
に
、
働
き
方

の
変
更
を
申
請
し
た
者
の
割
合
は
一
四
％
。

子
供
が
い
る
方
が
そ
の
割
合
は
高
く
、
特
に

小
さ
な
子
供
の
い
る
母
親
で
高
い（
表
５
）。 

　
申
請
さ
れ
た
働
き
方
（
勤
務
形
態
）
は
、

女
性
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
男
性
は
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
が
多
い（
表
６
）。
申
請
の
八
一
％

が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
全
面
的
六
九
％
、
部

分
的
一
二
％
）。 

　
申
請
理
由
は
、
女
性
は
育
児
や
家
族
時
間

と
い
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
関
係
が
圧
倒
的
に

多
い
。
そ
れ
以
外
の
理
由
は
主
に
男
性
か
ら

申
請
さ
れ
て
い
る
が
、
一
割
台
と
少
な
い
。

（
表
７
）。 

   

５
．ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス 

　
　 

と
企
業
の
利
益 

 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
を
導

入
す
る
こ
と
は
企
業
の
利
益
に
つ
な
が
る
の

だ
ろ
う
か
。
わ
が
国
の
企
業
に
と
っ
て
も
、

ま
た
政
策
担
当
者
に
と
っ
て
も
関
心
の
深
い

テ
ー
マ
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｔ
Ｉ

や
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
た
め

の
雇
用
主
連
盟
」
は
、
様
々
な
経
営
上
の
メ

リ
ッ
ト
を
強
調
し
て
い
る
。
採
用
コ
ス
ト
の

削
減
や
離
職
率
の
低
下
な
ど
、
具
体
的
な
数

値
を
示
し
た
好
事
例
も
数
多
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
。 
 

し
か
し
、
先
述
の
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
雇
用

主
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
働
き
方
の
導
入
が
組
織
の
利
益
（
生
産
性

の
向
上
、
定
着
率
な
ど
）
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
は
っ
き
り
し
た
結
果
が
で

て
い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
は
多

く
の
研
究
者
が
こ
の
テ
ー
マ
を
追
跡
し
て
い

る
が
、
現
時
点
で
両
者
の
因
果
関
係
は
明
確

で
は
な
い
よ
う
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
従
業

員
の
態
度
や
モ
ラ
ー
ル
の
面
で
は
良
い
影
響

を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
雇
用
主
調
査
の
結

果
か
ら
も
示
さ
れ
て
い
る
。
（
こ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
本
特
集
の
座
談
会
で
詳
し
く
語

ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
）。 

 

二
〇
〇
三
年
四
月
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働

き
方
の
申
請
権
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
二
年

半
余
。
い
ま
の
と
こ
ろ
申
請
の
大
部
分
が
認

め
ら
れ
、
女
性
が
育
児
・
介
護
な
ど
の
家
庭

責
任
を
果
た
す
た
め
に
申
請
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
よ
う
だ
。
今
後
、
申
請
者
の
範
囲
は
ど

れ
く
ら
い
拡
が
る
の
か
。
様
々
な
勤
務
形
態

を
は
じ
め
と
す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
施
策
は
、
企
業
に
ど
れ
く
ら
い
普
及
す

る
の
か
。
政
策
の
効
果
を
検
証
す
る
に
は
も

う
少
し
時
間
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
が
、
す

で
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
支
援
を
強
化
す
る
新
た
な
法
案

を
打
ち
出
し
て
い
る
。 

 

わ
が
国
で
は
少
子
化
を
き
っ
か
け
に
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
が
二
〇
〇
五
年

七
月
に
公
表
し
た
「
人
口
減
少
下
に
お
け
る

雇
用
・
労
働
政
策
の
課
題
（
雇
用
政
策
研
究

会
報
告
）
」
で
は
、
今
後
一
〇
年
間
の
重
点

政
策
の
ひ
と
つ
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
あ
げ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
の

動
向
は
、
今
後
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。 

  〔
注
〕 

 

１
．O

EC
D
, Em

ploym
ent O

utlook, 2001 
 

２
．
貿
易
産
業
省
（
Ｄ
Ｔ
Ｉ
）
に
よ
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
定
義
は
次
の
と
お
り
。
「
年

齢
、
人
種
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
仕
事
と

そ
れ
以
外
の
責
任
・
欲
求
と
を
う
ま
く
調
和
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
な
生
活
リ
ズ
ム
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

働
き
方
を
調
整
す
る
こ
と
」 

 

３
．
こ
の
連
盟
は
す
で
に
解
散
し
た
が
、
事
業
を

引
き
継
い
だ
別
の
団
体
が
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
と
雇
用
主
連
盟
」
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

運
営
し
て
い
る
。 

 

４
．D

TI, The second W
ork-life B

alance 
Study 

:Results 
from

 
the 

E
m
ployer 

sur-
vey(2003)

　
及
びResults from

 the Em
ployees 

survey(2004) 
 

５
．C

IPD
,A parent's right to ask :A review

 
of flexible w

orking arrangem
ents,2003 

 

６
．D

TI, Results of the second Flexible 
W
orking Em

ployee survey(2005) 
  

【
参
考
文
献
】 

 

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
資
料
シ
リ
ー
ズ
№
８
「
少
子
化
問
題

の
現
状
と
政
策
課
題
／
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
普
及
拡
大
に
向
け
て
」 

 Jon 
C
. 
M
essenger 

編(2004)

　"W
orking 

Tim
e and W

orkers' preferences in Industrial-
ized C

ountries: Finding the balance" 

  

（
国
際
研
究
部
主
任
調
査
員
　
横
田
裕
子
） 
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ドイツ 

国
力
強
化
の
た
め
に 

家
族
に
優
し
い
環
境
を
整
備 

　
ド
イ
ツ
で
は
、
従
来
、
高
い
失
業
率（
１
）

へ
の
対
策
と
し
て
、
労
働
時
間
や
働
き
方
の

見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

雇
用
創
出
を
目
的
と
し
て
、
ジ
ョ
ブ
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
が
推
進
さ
れ

て
お
り
、
企
業
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き
方
の

導
入
・
取
り
組
み
は
か
な
り
進
ん
で
い
る（
２
）。

し
か
し
、
最
近
で
は
国
力
を
高
め
る
と
い
う

視
点
か
ら
、
「
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
」

―
―
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
必
須

と
す
る
見
解
を
各
省
庁
が
示
し
て
い
る
。 

　
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
「
少
子
高
齢
化
」

の
進
展
で
あ
る
。
日
本
や
イ
タ
リ
ア
と
同
様

に
「
超
少
子
化
国
」
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
で
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
経

て
、
一
九
九
六
年
か
ら
一
九
七
三
年
に
か
け

て
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
著
し
く
低
下
し
た
。

出
生
率
の
低
下
傾
向
は
続
き
、
一
九
九
五
年

に
は
一
・
二
五
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
後
、

や
や
回
復
を
み
せ
る
も
の
の
（
出
生
率
は
常

に
、
人
口
置
換
水
準
（
約
二
・
一
）
を
大
幅

に
下
回
る
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
若

年
者
（
一
五
歳
以
下
）
の
人
口
割
合
を
み
て

も
、
一
九
七
〇
年
に
は
二
割
を
超
え
て
い
た

が
、
二
〇
〇
二
年
に
は
一
五
・
四
％
と
な
っ

て
お
り
、
連
邦
政
府
も
「
少
子
高
齢
化
」
の

進
展
を
深
刻
な
問
題
と
捉
え
て
い
る
。
出
生

率
の
低
下
が
続
き
、
労
働
力
人
口
が
減
少
す

れ
ば
、
国
力
の
強
化
は
望
め
な
い
か
ら
だ
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
子
供
が
増

え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、
労
働
力
人
口
の

増
加
に
有
効
な
方
策
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
な
お
、
い
わ
ゆ
る
少
子
化
対
策
と
し
て

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
位
置
づ
け

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
出
生
率

の
回
復
と
の
因
果
関
係
の
実
証
が
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
是
と
し
な
い
考
え
方

も
あ
る（
座
談
会
参
照
）。 

 

少
子
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
し
ば
し
ば

「
女
性
の
社
会
進
出
の
進
展
」
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
ド
イ
ツ
で
も
女
性
（
一
五
〜
六
四
歳
）

の
労
働
力
率
は
、
一
九
八
二
年
に
五
二
・
一

％
、
一
九
九
二
年
に
六
〇
・
八
％
、
二
〇
〇

二
年
に
六
四
・
四
％
と
、
次
第
に
上
昇
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
支
援
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
た
が
、

そ
れ
は
出
産
・
育
児
休
暇
を
充
実
さ
せ
る
一

方
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
立
ち
遅
れ
と
い
う
特

徴
を
も
つ
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
子
育
て
は
、

母
親
が
自
宅
で
行
う
べ
き
も
の
」
と
い
う
根

強
い
社
会
通
念
が
存
在
し
、
両
立
支
援
策
も

「
女
性
の
た
め
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
傾
向

が
強
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え

が
、
育
児
・
家
事
負
担
の
女
性
へ
の
偏
り
を

強
め
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い（
３
）。 

　
し
か
し
、
近
年
、
政
府
は
「
男
女
に
中
立

的
な
制
度
」
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る（
４
）。

そ
こ
に
は
、
「
ド
イ
ツ
の
国
力
強
化
の
た
め

に
は
、
家
族
に
優
し
い
環
境
が
必
須
で
あ
る
」

と
い
う
政
府
の
考
え
が
存
在
す
る
。
家
族
に

優
し
い
環
境
と
は
、
「
女
性
・
男
性
共
に
、

生
活
と
仕
事
の
両
立
が
可
能
な
環
境
」
で
あ

り
、
こ
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

実
現
は
、
国
全
体
の
力
を
強
め
る
可
能
性
を

も
つ
と
い
う
の
が
、
政
府
の
見
解
で
あ
る
。 

　
政
府
は
、
「
家
族
に
優
し
い
環
境
づ
く
り

は
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
効
果
を

も
た
ら
す
」
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
家
族

に
と
っ
て
は
、
優
し
い
制
度
や
支
援
策
の
提

供
に
よ
り
仕
事
と
生
活
が
両
立
し
や
す
く
な

り
、
生
活
の
満
足
度
が
高
ま
る
。
ま
た
、
企

業
に
と
っ
て
は
、
家
族
に
優
し
い
企
業
文
化

に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
、
人
材
対
策
の
上
で
コ
ス
ト
削
減
に
繋

が
る
。
さ
ら
に
、
社
会
や
国
全
体
を
み
る
と
、

家
族
に
優
し
い
環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
労

働
力
人
口
が
増
加
し
、
税
収
増
加
や
税
金
控

除
な
ど
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
や
創
造
性
、
刺
激
が
生
ま
れ
、
新

た
な
産
業
や
市
場
の
創
生
が
可
能
と
な
る
―

―
と
、
い
う
の
が
政
府
の
主
張
で
あ
る
。 

　
こ
う
し
た
家
族
に
優
し
い
環
境
整
備
の
実

現
に
向
け
て
政
府
は
、
政
府
レ
ベ
ル
の
政
策

を
た
だ
打
ち
出
す
だ
け
で
な
く
、
企
業
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
政
策
を
進
め
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

   

政
府

の
支
援
策
〜 

　『
家
族
の
た
め
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス 

　
（„A

llianz fuer die Fam
ilie

“）
』 

 

二
〇
〇
三
年
夏
か
ら
、「
家
族
・
シ
ニ
ア
・

女
性
・
青
少
年
の
た
め
の
省
（
Ｂ
Ｍ
Ｆ
Ｓ
Ｆ

Ｊ
）」
が
主
体
と
な
っ
て
「
企
業
に
お
け
る
家

族
に
優
し
い
環
境
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た

め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
展
開
し
て
い
る
。

「
家
族
の
結
束
力
を
高
め
る
」
が
そ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
あ
る
。
財
界
、
連
盟
や
政
界
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
の
前
提
は
、
①
出

生
率
が
回
復
し
な
け
れ
ば
ド
イ
ツ
の
国
力
は

低
下
す
る
、
②
能
力
あ
る
女
性
の
労
働
力
が

不
足
し
て
い
る
、
③
早
い
時
期
か
ら
子
供
の

教
育
と
躾
に
取
り
組
む
こ
と
は
国
に
と
っ
て

も
重
要
で
あ
る
―
―
と
い
う
三
点
。
ま
た
、

①
社
会
の
意
識
改
革
、
②
政
策
や
取
り
組
み

の
意
義
、
先
進
事
例
の
情
報
公
開
、
③
企
業

や
自
治
体
に
対
す
る
活
動
支
援
―
―
等
を
活

動
の
目
的
と
し
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
目
的
の
も
と
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
主
要
テ
ー
マ
は
、
①
企
業
文
化
の
改

革
（
家
族
に
優
し
い
組
織
、
労
働
時
間
、
人

材
育
成
）
②
女
性
の
社
会
進
出
（
特
に
管
理

職
）
③
家
族
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
―
―

等
。
な
か
で
も
、
「
企
業
文
化
の
改
革
」
は

特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
企
業
の
文
化
を

変
え
て
い
く
に
は
、
ま
ず
「
意
識
改
革
」
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
家
族
に

優
し
い
組
織
と
は
い
か
な
る
も
の
か
」
と
い

う
こ
と
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
人
事
系
役

員
向
け
の
専
門
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
労
働
時

間
や
人
材
育
成
に
関
す
る
情
報
の
提
供
―
―

等
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
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的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
中
小
企
業
を
対
象

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
支
援
策
も
あ
る
。 

　
「
女
性
の
社
会
進
出
」
に
つ
い
て
は
、
特

に
女
性
管
理
職
を
増
や
す
必
要
性
を
強
調
し
、

情
報
提
供
も
か
な
り
手
厚
く
行
っ
て
い
る
。

「
家
族
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
や
企
業
、
団
体
の
先
進
事
例

の
調
査
分
析
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
「
家
族
に
優
し
い
企
業
」

を
表
彰
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
。
同
コ
ン

ク
ー
ル
の
募
集
要
項
に
は
、
「
家
族
に
優
し

い
企
業
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
一
〇
の

理
由
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
企
業
に
対
し

て
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
訴
え
て
い

る
。 

 

ち
な
み
に
、
一
〇
の
項
目
の
内
容
は
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

【
家
族
に
優
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
一
〇
の
理
由
】 

 

①
多
く
の
人
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

と
幸
せ
な
家
族
生
活
の
両
立
を
望
ん
で
い
る

た
め 

　
②
少
子
化
の
時
代
に
お
い
て
、
子
供
が
増

え
る
環
境
を
つ
く
れ
ば
国
力
と
国
民
の
生
活

の
質
が
向
上
す
る
た
め 

　
③
ド
イ
ツ
経
済
を
動
か
す
最
重
要
資
源
は

職
場
で
共
有
さ
れ
る
知
識
で
あ
り
、
そ
れ
を

形
成
す
る
人
の
「
幸
せ
」
が
知
識
の
高
低
を

左
右
す
る
た
め 

　
④
生
活
が
満
た
さ
れ
て
い
る
従
業
員
は
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
生
産
性
も
高
い
た
め 

　
⑤
既
婚
の
従
業
員
は
、
家
庭
に
お
い
て
、

職
場
で
も
役
立
つ
組
織
的
及
び
社
会
的
能
力

を
習
得
す
る
た
め 

　
⑥
家
族
に
優
し
い
企
業
の
方
が
、
優
秀
な

人
材
を
確
保
・
維
持
で
き
る
た
め 

　
⑦
企
業
は
、
家
族
に
優
し
い
対
策
を
掲
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
他
社
優
位
性
と
革
新
性
が

高
ま
る
た
め 

　
⑧
家
族
に
優
し
い
企
業
の
方
が
、
魅
力
的

で
責
任
感
の
あ
る
雇
用
者
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
る
た
め
（
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
） 

　
⑨
国
の
継
続
的
な
発
展
は
、
子
供
の
世
代

の
力
に
大
き
く
依
存
す
る
た
め 

　
⑩
全
て
の
国
民
に
と
っ
て
、
子
供
は
将
来

の
た
め
の
最
も
優
れ
た
投
資
対
象
で
あ
る
た

め 　
地
方
分
権
化
が
進
ん
で
い
る
ド
イ
ツ
の
特

徴
を
生
か
し
、
「
地
域
連
携
の
推
進
」
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
レ
ベ
ル
に
お
け
る

産
官
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
政
・
官
・
民
・

社
会
施
設
、
宗
教
団
体
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

等
）
の
形
成
が
進
ん
で
お
り
、
様
々
な
団
体

が
ひ
と
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、
「
家

族
に
優
し
い
環
境
づ
く
り
」
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
「
家
族
の
た
め
の

地
域
連
携
（Lokale 

B
uendnisse 

fuer 
Fam
ilie

）
」
の
主
要
テ
ー
マ
に
は
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
、
「
育
児
」

「
住
環
境
」
「
教
育
」
「
父
親
と
母
親
の
家

庭
に
お
け
る
役
割
」
「
健
康
」
―
―
等
、
家

族
に
か
か
わ
る
様
々
な
課
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。 

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
自
律
性
の
高
い
組

織
で
あ
り
、
活
動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
自
ら

作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
独
自
の
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
活
動
内
容
は
、
地
域
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
主
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
討
論
会
、

ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
活
動
、
具
体
的
な
対
策
の
推

進
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
。
各
種
活
動
へ
の

参
加
費
用
は
基
本
的
に
無
料
。
こ
う
し
た
活

動
に
対
し
て
、
国
は
、
無
料
相
談
所
の
た
め

の
ス
タ
ッ
フ
や
若
干
の
資
金
援
助
を
行
っ
て

い
る
。 

　
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
北
部
に
位
置
す
る
レ
ー

ア
地
区
で
は
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
な
か
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
②
公
的
な

人
材
仲
介
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
③
「
女
性
と
職

業
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
女

性
対
象
）
の
開
催
―
を
柱
と
し
て
地
域
連
携

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
の
自
治
体
が
中

心
と
な
っ
て
、
こ
う
し
た
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
そ
の
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

   

導
入
へ
の
取
り
組
み
を 

　
ど
う
促
進
す
る
か 

 

ド
イ
ツ
政
府
は
、
「
家
族
に
優
し
い
環
境

づ
く
り
」
の
た
め
の
具
体
策
と
そ
の
経
済
的

効
果
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
取
り
組

み
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
は
、
あ

ら
ゆ
る
人
に
と
っ
て
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
効

果
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
政
府
の
基
本
理
念

が
存
在
す
る
。 

　
政
府
の
示
す
具
体
策
は
、
①
休
暇
取
得
者

の
た
め
の
個
別
相
談
、
②
休
暇
取
得
者
の
た

め
の
相
談
窓
口
や
復
帰
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
設
等
、
③
多
様
な
就
業
形
態
、
④
休
暇
取

得
者
向
け
の
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
、
⑤
企
業
内

託
児
所
の
設
置
、
⑥
育
児
助
成
金
の
給
付
等
。

ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
済
的
効
果
と
し
て
、
①

休
暇
中
の
従
業
員
の
補
充
に
係
る
費
用
の
削

減
、
②
休
暇
中
の
従
業
員
に
係
る
給
与
等
の

削
減
、
③
休
暇
か
ら
復
帰
し
た
従
業
員
の
受

け
入
れ
態
勢
の
整
備
に
係
る
費
用
の
削
減
、

④
復
帰
後
、
家
庭
の
事
情
に
よ
る
遅
刻
・
早

退
等
の
減
少
―
―
の
四
点
を
あ
げ
、
さ
ら
に
、

①
休
暇
取
得
後
の
復
帰
率
の
上
昇
、
②
休
暇

取
得
期
間
の
短
縮
化
―
―
と
い
う
効
果
も
あ

る
と
し
て
い
る
。 

　
政
府
は
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
試
算
を
示
す

こ
と
で
も
、
企
業
へ
の
取
り
組
み
促
進
を
図

っ
て
い
る
。
モ
デ
ル
企
業
が
、
家
族
に
優
し

い
環
境
づ
く
り
を
し
た
場
合
と
し
な
か
っ
た

場
合
で
は
、
ど
れ
ほ
ど
コ
ス
ト
に
差
が
生
じ

る
か
と
い
う
こ
と
を
計
算
し
、
具
体
的
な
数

字
で
示
す
の
で
あ
る
。 

　
こ
う
し
た
政
府
の
働
き
か
け
の
影
響
も
あ

り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
導
入

し
、
そ
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
企
業
も
出
始

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
カ
ッ
セ
ル
市
に
あ
る

石
油
会
社（
５
）。
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
家
族

に
優
し
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
た

同
社
で
は
、
育
児
休
暇
取
得
期
間
が
大
幅
に

短
縮
化
し
た（
６
）。
ち
な
み
に
、
同
社
が
行

っ
た
取
り
組
み
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。 

　
○
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
の

導
入
（
対
象
者
／
五
人
） 

 

・
対
象
者
の
自
宅
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設

置
（
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
用
家
具
は
提
供
し
な
い
） 

 

・
会
社
に
テ
レ
ワ
ー
ク
用
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を 

二
席
設
置 

 

○
社
内
託
児
所
の
設
置 

　
・
二
〇
〇
一
年
に
、
従
業
員
の
要
望
に
応

え
て
設
置 

　
・
会
社
が
所
有
し
て
い
る
本
社
付
近
の
施

設
を
託
児
所
に
改
装 

　
・
収
容
人
数
／
六
〇
人 

　
・
開
所
時
間
／
七
時
〜
一
八
時
（
緊
急
時

の
対
応
も
行
う
） 

　
・
運
営
／
外
部
委
託 

　
・
料
金
／
公
立
の
託
児
所
と
同
等
　 

　
育
児
休
暇
取
得
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
復
帰

率
が
高
ま
れ
ば
、
コ
ス
ト
効
果
は
さ
ら
に
大

き
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
効
果
が
目
に
見
え

る
か
た
ち
で
現
れ
る
こ
と
は
、
企
業
の
ワ
ー 
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ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
導
入
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
取
り
組

む
企
業
が
増
え
て
く
る
と
政
府
は
考
え
て
い

る
。 

　
ド
イ
ツ
で
は
伝
統
的
に
「
失
業
対
策
」
と

い
う
観
点
か
ら
、
労
働
時
間
の
柔
軟
な
運
用

等
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
を
図
る
上
で

重
要
な
「
働
き
方
の
柔
軟
化
」
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
背
景
に
は
、

「
育
児
は
、
母
親
が
自
宅
で
行
う
べ
き
も
の
」

と
い
う
根
強
い
社
会
通
念
が
あ
り
、
「
多
様

な
働
き
方
」
が
実
践
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、

子
供
を
も
つ
女
性
の
負
担
は
減
ら
な
い
と
い

う
状
況
に
あ
っ
た
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
国
の
競
争
力
向

上
と
い
う
視
点
か
ら
、
「
女
性
・
男
性
共
に
、

生
活
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
必
要
」
と
い
う
方
向
性
を
明

確
に
示
し
た
ド
イ
ツ
政
府
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
取
り
組
み
は
注
目
に
値

す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
も
、
単
に

政
府
が
政
策
を
打
ち
出
す
だ
け
で
は
な
く
、

積
極
的
に
企
業
や
地
域
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
求
め
て
い
る
。 

　
少
子
化
の
進
展
を
深
刻
に
捉
え
る
政
府
は
、

「
ド
イ
ツ
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

に
な
る
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も

と
、
二
〇
〇
五
年
一
月
、
「
子
育
て
支
援
法
」

を
制
定
。
二
〇
一
〇
年
を
目
標
に
、
三
歳
以

下
の
子
供
を
対
象
と
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
（
保

育
所
・
託
児
所
・
保
育
マ
マ
等
）
を
Ｅ
Ｕ
レ

ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
企
業
に
対
し
て
も
、
子
供
が
い
る

こ
と
で
従
業
員
が
直
面
す
る
様
々
な
問
題
に

対
処
で
き
る
よ
う
に
、
「
柔
軟
か
つ
多
様
な

働
き
方
」
の
導
入
を
促
進
し
て
い
る（
７
）。 

 

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
政
策
は
「
国
力
を
高
め
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン

ド
リ
ー
施
策
が
中
心
で
あ
り
、
制
度
を
設
け

る
だ
け
で
な
く
実
際
の
運
用
に
繋
げ
る
た
め

に
「
官
民
協
同
」
で
取
り
組
む
姿
勢
、
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
企
業
へ
の
経
済
効

果
の
強
調
等
を
特
徴
と
す
る
。
同
様
に
少
子

化
問
題
を
抱
え
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、
そ
の

取
り
組
み
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
は
多
い
と
い

え
よ
う
。
　 

  〔
注
〕 

 

１
．
二
〇
〇
三
年
に
、
就
業
者
数
が
記
録
的
に
後

退
。
二
〇
〇
四
年 

九
月
末
現
在
の
失
業
率
は
、
一

〇
・
三
％
で
、
失
業
者
数
は
四
二
五
万
人
（
連
邦
雇

用
機
関
発
表
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
四
年
一 

月
よ
り

集
計
方
法
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、
前
年
と
の
単
純
比

較
は
出
来
な
い
）。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
一
月
に

は
、
失
業
者
数
が
五
〇
〇
万
人
台
に
達
し
た
。
同
年 

二
月
に
は
、
失
業
者
数
五
二
一
万
六
〇
〇
〇
人
、
失

業
率
は
一
二
・
六
％
を
記
録
。
失
業
率
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
雇
用
情
勢
は
悪
化
し
て
い
る
。 

 

２
．
ド
イ
ツ
経
済
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
企

業
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き
方
の
導
入
状
況
は
、
日
・

月
・
年
単
位
で
の
柔
軟
な
労
働
時
間
五
八
・
〇
％
、

一
時
的
な
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
制
四
〇
・
四
％
、
長

期
間
（
一 

年
以
上
）
の
柔
軟
な
労
働
時
間
制
一
八
・

三
％
、
ジ
ョ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
九
・
一
％
、
在
宅
勤

務
七
・
八
％
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
休
暇
四
・
一
％
等
と

な
っ
て
い
る
（
厚
生
労
働
省
、
二
〇
〇
四
）。 

 

３
．
例
え
ば
、
「
育
児
手
当
法
（
一
九
八
五
年
成

立
）」
に
よ
り
、
一
九
八
六
年
一 

月
一
日
か
ら
「
育

児
手
当
・
育
児
休
暇
制
度
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

育
児
休
暇
取
得
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
り
、
男

性
の
取
得
者
は
わ
ず
か
一
・
五
％
で
あ
っ
た
（
厚
生

労
働
省
、
二
〇
〇
四
）。 

 

４
．
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
の
促
進
を
目
的
と
し

て
、
二
〇
〇
〇
年
七 

月
に
「
育
児
手
当
法
」
が
改

正
、
二
〇
〇
一
年
一 

月 

一 

日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
「
育
児
休
暇
」
は
、
「
両
親
が
同
時

に
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意
味

で
、
「
両
親
休
暇
」
と
い
う
名
称
に
変
更
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
利
用
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、

父
親
の
休
暇
取
得
率
は
未
だ
二
％
に
過
ぎ
な
い
。
現

在
、
父
親
の
取
得
促
進
の
た
め
、
「
両
親
休
暇
・
育

児
手
当
制
度
」
を
再
度
改
正
す
る
と
い
う
議
論
も
で

て
い
る
。 

 

５
． 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
社
一
〇
〇
％
出
資
の
石
油
会
社

。

カ
ッ
セ
ル
支
社
の
従
業
員
数
七
八
九
人
。
女
性
従
業

員
の
比
率
は
三
四
％
。 

 

６
．
同
社
の
一
九
九
八
年
の
育
児
休
暇
取
得
期
間

は
、
三
三
カ
月
。
し
か
し
、
「
家
族
に
優
し
い
環
境

づ
く
り
」
に
取
り
組
み
始
め
た
二
〇
〇
〇
年
に
は
、

二
五
ヶ
月
に
短
縮
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年

は
二
一
カ
月
、
二
〇
〇
二
年
と
二
〇
〇
三
年
は
一
九

ヶ
月
と
、
年
々
短
縮
化
さ
れ
て
い
る
。 

 

７
．
ノ
ル
ド
ラ
イ
ン
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
政

府
は
、
二
〇
〇
一
年
一
月
に
、
「
一
〇
〇
社
運
動
」

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

州
政
府
が
中
小
企
業
に
対
し
無
料
で
フ
レ
キ
シ
・
ワ

ー
ク
の
導
入
に
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る
と

い
う
も
の
で
、
当
初
の
目
標
の
一
〇
〇
社
の
倍
以
上

の
企
業
が
参
加
。
最
終
的
に
は
六
八
社
が
様
々
な
形

態
の
フ
レ
キ
シ
・
ワ
ー
ク
を
導
入
し
、
五
〇
〇
の
新

規
雇
用
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。
フ
レ
キ
シ
・
ワ

ー
ク
の
中
で
は
、
「
労
働
時
間
貯
蓄
口
座
制
度
」
の

人
気
が
最
も
高
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
実
際
の
労
働
時

間
が
労
働
協
約
で
定
め
ら
れ
た
所
定
内
労
働
時
間
と

異
な
る
場
合
に
、
時
間
外
手
当
等
に
よ
っ
て
金
銭
的

に
精
算
せ
ず
に
、
中
長
期
的
に
プ
ラ
ス
あ
る
い
は
マ

イ
ナ
ス
の
債
権
と
し
て
各
労
働
者
の
労
働
時
間
貯
蓄

口
座
に
記
録
し
て
い
く
制
度
。
プ
ラ
ス
の
債
権
は
休

日
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ス
の
債
権
は
勤
務
と
し
て
相
殺

で
き
る
。 
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特集―ワーク・ライフ・バランス 

Ｅ
Ｕ
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
政
策 

　
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
、
長
年
男
女
平
等

の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
最

近
で
は
、
男
女
の
実
質
的
な
機
会
均
等
は
、

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
責
務
の
両
立
が
あ

っ
て
初
め
て
実
現
可
能
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
欧
州
雇
用
戦
略
で
も
、

女
性
の
就
業
率
目
標
の
設
定
（
注
）
、
仕
事

と
家
庭
生
活
の
両
立
に
向
け
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
政
策
の
推
進
、
労
働
時
間
の

柔
軟
化
―
―
な
ど
の
施
策
を
掲
げ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
世
界
で
最
も

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
競
争
力
の
あ
る
知
識
経
済

の
実
現
を
目
指
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
も
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
政
策
の
推
進
が
欧

州
社
会
に
お
い
て
ま
す

ま
す
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。 

   

欧
州
雇
用
戦 

　
略
と
の
関
係 

 
一
九
九
七
年
に
開
始

さ
れ
た
欧
州
雇
用
戦
略

は
、
四
つ
の
柱
の
一
つ

に
男
女
機
会
均
等
政
策

を
掲
げ
た
。 

 

欧
州
雇
用
戦
略
お
よ

び
二
〇
〇
〇
年
の
欧
州

理
事
会
で
採
択
さ
れ
た

リ
ス
ボ
ン
戦
略
（
成
長

と
雇
用
の
た
め
の
一
〇

カ
年
計
画
）
は
、
二
〇

一
〇
年
ま
で
に
女
性
の

就
業
率
を
Ｅ
Ｕ
全
体
で

六
〇
％
（
二
〇
〇
四
年

は
五
五
・
七
％
）
に
引

き
上
げ
る
長
期
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

欧
州
に
お
い
て
人
口
動
態
の
変
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
の
出
生
率
の
改
善
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
調
和

が
重
要
で
あ
り
、
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
と
参
加
、
男
性
の
家
庭
生
活
へ
の
参

加
の
障
壁
と
な
る
事
柄
を
改
善
し
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
と
し
て
い
る
（
欧
州
生
活
労
働

条
件
改
善
財
団
「
欧
州
の
生
活
の
質
調
査
」

二
〇
〇
三
年
）。
　 

 

欧
州
雇
用
戦
略
に
基
づ
き
毎
年
策
定
さ
れ

る
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
二
〇
〇
二
年
版
は
、

仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
・

ブ
レ
ー
ク
、
両
親
休
暇
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
、
使
用
者
と
労
働
者
双
方
の
利
益
に
か
な

う
労
働
時
間
の
柔
軟
化
に
関
す
る
政
策
が
と

り
わ
け
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
女
性
と

男
性
の
労
働
市
場
へ
の
参
入
と
雇
用
の
継
続

を
支
援
す
る
た
め
、
子
供
や
そ
の
他
の
要
介

護
者
に
対
す
る
良
質
の
ケ
ア
施
設
の
十
分
な

提
供
、
男
女
の
家
庭
責
任
の
均
等
な
分
担
、

中
断
の
後
労
働
市
場
に
再
び
参
入
す
る
女
性

と
男
性
の
再
統
合
―
―
を
促
進
す
る
施
策
が

不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
加
盟
国
に
対

し
て
は
、
①
両
親
休
暇
や
そ
の
他
の
休
暇
制

度
、
子
供
や
そ
の
他
の
要
介
護
者
の
た
め
の

ケ
ア
施
設
の
整
備
な
ど
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ

レ
ン
ド
リ
ー
政
策
の
推
進
、
②
ケ
ア
施
設
の

利
用
可
能
状
況
に
関
す
る
数
値
目
標
の
設
定
、

③
有
給
の
仕
事
に
復
帰
し
よ
う
と
す
る
女
性

と
男
性
の
障
害
を
除
去
す
る
方
策
の
検
討
―

―
な
ど
を
求
め
た
。 

 

Ｅ
Ｕ
は
二
〇
〇
五
年
、
リ
ス
ボ
ン
戦
略
の

中
間
見
直
し
に
基
づ
き
同
戦
略
を
大
幅
に
改

定
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
二
〇
〇
五
〜
二
〇

〇
八
年
ま
で
の
包
括
的
な
戦
略
目
標
を
定
め

た
新
し
い
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
七
月
に
採

択
さ
れ
た
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
八
つ
の

指
針
の
う
ち
の
一
つ
に
「
仕
事
へ
の
生
涯
ア

プ
ロ
ー
チ
の
促
進
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

①
女
性
の
就
業
率
の
向
上
と
雇
用
、
失
業
、

賃
金
に
関
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の

縮
小
に
向
け
た
決
然
た
る
行
動
、
②
仕
事
と

私
的
生
活
の
よ
り
良
い
調
和
、
身
近
で
負
担

可
能
な
育
児
施
設
や
そ
の
他
の
要
介
護
者
の

た
め
の
ケ
ア
の
提
供
―
―
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
「
雇
用
保
障
を
伴
う
柔
軟

性
の
促
進
お
よ
び
労
働
市
場
の
セ
グ
メ
ン
ト

化
の
縮
減
」
の
指
針
の
下
に
、
①
様
々
な
契

約
や
労
働
時
間
制
度
の
必
要
性
を
考
慮
し
た

労
働
法
制
の
適
用
、
②
安
全
衛
生
を
含
む
労

働
の
質
と
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
、

革
新
的
で
適
用
可
能
な
形
態
の
労
働
組
織
の

促
進
と
普
及
―
―
な
ど
の
手
段
を
通
じ
た
労

使
の
役
割
の
拡
大
を
促
し
て
い
る
。 

   

育
児
休
業
指
令

と
育
児
施
設
の 

　
整
備
に
関
す
る
目
標 

 

Ｅ
Ｕ
の
中
央
労
使
団
体
の
欧
州
労
連
（
Ｅ

Ｔ
Ｕ
Ｃ
）、
欧
州
産
業
経
営
者
連
盟
（
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
お
よ
び
欧
州
公
共
企
業
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
）
は
一
九
九
六
年
、
育
児
休
業

に
関
す
る
枠
組
み
協
定
を
締
結
し
た
。
協
定

は
、
労
働
社
会
問
題
相
理
事
会
の
決
議
に
よ

り
Ｅ
Ｕ
指
令
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
指
令
は
、

男
性
お
よ
び
女
性
労
働
者
は
、
個
人
の
権
利

と
し
て
、
子
供
の
誕
生
ま
た
は
養
子
縁
組
に

基
づ
い
て
、
そ
の
子
供
の
世
話
を
す
る
た
め

に
、
八
歳
に
達
す
る
ま
で
の
各
国
ま
た
は
労

使
が
定
め
る
年
齢
ま
で
、
少
な
く
と
も
三
カ

月
間
、
育
児
休
業
の
権
利
を
有
す
る
と
定
め

て
い
る
。
双
方
の
権
利
は
、
男
性
と
女
性
の 
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機
会
均
等
と
均
等
待
遇
を
促
進
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
譲
渡
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
育
児
休
業
指
令
は
ま
た
、
病
気
や
事

故
な
ど
の
緊
急
の
家
庭
的
理
由
に
基
づ
く
業

務
か
ら
の
タ
イ
ム
オ
フ
の
権
利
も
規
定
し
て

い
る
。 

 

二
〇
〇
二
年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
欧
州
理
事
会

は
、
リ
ス
ボ
ン
戦
略
に
基
づ
き
、
女
性
と
男

性
の
就
業
率
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
育
児

施
設
の
設
置
に
関
す
る
目
標
を
設
定
し
た
。

加
盟
国
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
、
三
歳
か
ら

義
務
教
育
年
齢
ま
で
の
子
ど
も
の
九
〇
％
、

三
歳
以
下
の
子
ど
も
の
三
三
％
に
育
児
施
設

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
育
児
施
設

は
、
す
べ
て
の
人
、
と
り
わ
け
女
性
が
労
働

市
場
に
参
入
し
、
就
労
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

負
担
可
能
な
料
金
で
身
近
に
設
置
さ
れ
、
質

の
良
い
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
Ｅ
Ｕ

は
、
加
盟
国
お
よ
び
労
使
団
体
に
、
男
性
が

育
児
の
責
任
を
分
担
す
る
よ
う
奨
励
す
る
活

動
を
要
請
し
て
い
る
。 

   

労
働
時
間

の
柔
軟
化 

 

欧
州
委
員
会
は
一
九
九
七
年
、
安
全
性
を

伴
う
労
働
時
間
の
柔
軟
化
に
基
づ
く
企
業
（
労

働
組
織
）
の
適
応
能
力
の
強
化
を
目
的
と
し

た
「
新
た
な
労
働
組
織
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
」
と
題
す
る
政
策
文
書
（
グ
リ
ー

ン
・
ペ
ー
パ
ー
）
を
発
表
し
た
。
グ
リ
ー
ン

ペ
ー
パ
ー
は
、
労
働
時
間
の
柔
軟
化
は
企
業

側
に
労
働
需
要
へ
の
鋭
敏
な
対
応
を
可
能
に

す
る
と
同
時
に
、
労
働
側
に
と
っ
て
も
家
庭

責
任
や
教
育
訓
練
と
の
両
立
を
容
易
に
す
る

と
い
う
意
味
で
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
指

摘
。
労
働
時
間
の
柔
軟
化
の
方
向
性
と
し
て
、

①
操
業
・
営
業
時
間
と
労
働
時
間
の
分
離
（
労

働
時
間
短
縮
と
営
業
・
操
業
時
間
の
延
長
の

両
立
）
②
労
働
時
間
計
算
の
年
間
化
（
休
暇

取
得
の
促
進
と
労
働
需
要
に
見
合
う
労
働
時

間
制
の
実
現
）
③
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
促

進
（
仕
事
と
学
習
・
家
事
の
両
立
、
労
働
需

要
に
見
合
う
労
働
時
間
制
の
実
現
）
④
職
業

生
涯
を
通
じ
た
柔
軟
な
休
暇
制
度
（
家
庭
、

学
習
、
そ
の
他
の
理
由
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
・

ブ
レ
ー
ク
を
通
じ
た
生
活
の
質
の
向
上
）
⑤

勤
労
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
テ
レ

ワ
ー
ク
の
可
能
性
の
さ
ら
な
る
検
討
―
―
な

ど
を
提
示
し
た
。
企
業
の
適
応
能
力
を
強
化

す
る
た
め
の
新
た
な
枠
組
み
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
は
、
労
使
お
よ

び
公
的
機
関
に
対
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
を
呼
び
か
け
た
。
そ
の
よ
う
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
、
生
産
的
で
、
学
習
す
る
、

参
加
型
の
労
働
組
織
の
実
現
に
大
き
く
貢
献

す
る
と
主
張
し
た
。 

   

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に 

　
関
す
る
欧
州
連
合
理
事
会
決
議 

 

二
〇
〇
〇
年
六
月
の
Ｅ
Ｕ
雇
用
社
会
問
題

相
理
事
会
は
、
「
女
性
と
男
性
の
家
庭
生
活

と
職
業
生
活
へ
の
均
衡
の
と
れ
た
参
加
に
関

す
る
決
議
」
を
採
択
し
た
。
決
議
に
は
法
的

拘
束
力
は
な
い
も
の
の
、
加
盟
国
に
対
し
、

男
女
の
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
の
調
和
を
促

進
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
検
討

を
要
請
し
て
い
る
。 

 

①
母
親
の
産
前
産
後
休
暇

と
同
時
に
、
働
く
男
性
に
父

親
休
暇
を
付
与
す
る
こ
と 

 

②
働
く
男
性
に
家
庭
生
活

の
主
た
る
支
援
を
提
供
す
る

権
利
を
付
与
す
る
こ
と 

 

③
働
く
男
性
と
女
性
の
間

の
、
子
供
、
高
齢
者
、
障
害

者
、
そ
の
他
の
要
介
護
者
の

ケ
ア
に
関
す
る
均
衡
の
と
れ

た
役
割
分
担
を
促
進
す
る
こ

と 
 

④
家
庭
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
お
よ
び
子
供
の
ケ
ア
の

仕
組
み
の
改
善
に
関
し
結
果

を
検
証
す
る
基
準
を
設
け
る

こ
と 

 

⑤
片
親
家
庭
に
対
す
る
特

別
の
保
護 

 

⑥
学
校
と
労
働
時
間
の
調

和 
 

⑦
仕
事
と
家
庭
生
活
の
調

和
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
学
校
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発 

 

⑧
女
性
と
男
性
の
労
働
市
場
へ
の
参
加
、

男
女
の
家
庭
生
活
へ
の
参
加
、
男
女
の
母
親

休
暇
・
父
親
休
暇
・
育
児
休
暇
の
取
得
、
労

働
市
場
に
お
け
る
男
女
の
状
況
に
関
す
る
報

告
書
を
定
期
的
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と 

 

⑨
こ
の
分
野
に
お
け
る
新
し
い
考
え
や
概

念
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
科
学
的
研
究
を
支

援
す
る
こ
と 

 

⑩
本
決
議
の
目
的
の
た
め
に
積
極
的
に
活

動
し
て
い
る
非
政
府
組
織
に
対
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
支
援
策
の
開
発 

 

⑪
一
般
市
民
と
特
定
グ
ル
ー
プ
の
双
方
に

対
し
、
よ
り
進
歩
的
な
展
望
を
切
り
開
く
た

め
の
、
定
期
的
な
情
報
提
供
と
啓
蒙
活
動
の

実
施 

 

⑫
労
働
者
の
家
庭
生
活
を
考
慮
し
た
経
営

慣
行
を
導
入
・
拡
大
す
る
よ
う
、
企
業
、
と

り
わ
け
中
小
企
業
に
奨
励
す
る
こ
と 

〔
注
〕 

 

Ｅ
Ｕ
は
、
雇
用
戦
略
の
指
標
と
し
て
、
失
業
率
そ

れ
自
体
の
引
き
下
げ
で
は
な
く
、
就
業
率
の
引
き
上

げ
（
フ
ル
就
業
＝full em

ploym
ent

）
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。
様
々
な
原
因
か
ら
非
労
働
力
化
し
て
い

る
人
々
を
労
働
市
場
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長

期
的
な
社
会
全
体
の
持
続
可
能
性
の
維
持
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。 

【
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機
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